
 

 

さいたま市告示第６３１号 

公募型プロポーザル方式の手続の開始 

さいたま市次世代型太陽電池等の導入推進支援業務について、公募型プロポーザル方式の手続きを

実施します。つきましては、次のとおり当該業務に関する企画提案書の提出を招請します。 

令和７年４月９日 

さいたま市長 清 水 勇 人 

１ 企画提案書の招請に付する事項 

⑴ 件名 

さいたま市次世代型太陽電池等の導入推進支援業務 

⑵ 履行場所 

さいたま市浦和区常盤６－４－４外 

⑶ 業務概要 

本業務は、本市の地理的特性や、社会情勢、再生可能エネルギーのポテンシャル調査など踏ま

えた上で、本市にとって有益な温室効果ガス削減手段を検討するため、調査・分析を行った「脱

炭素推進支援業務」の次の段階として、効果的な脱炭素施策を実施するための実証事業に向けた

提案を行うものである。 

⑷ 履行期間 

契約締結の日から令和８年３月２７日まで 

２ 企画提案書の提出者の資格に関する事項 

企画提案書の提出を希望する者は、次の全ての要件を満たしていなければならない。 

⑴ 特定共同企業体の場合 

次のア～エの全ての要件を満たす構成員（イは代表構成員のみ）により結成されたものとし、

その結成方法は、オによるものとする。 

ア 告示の日において、令和７・８年度さいたま市競争入札参加資格者名簿（以下、「名簿」とい

う。）に登載されている者であること。なお、代表構成員は、名簿に業種区分「催物、映画、広

告、その他の業種」、大分類「その他の業務」、小分類「集計・調査、企画研究、計画策定業務」

又は名簿（設計・調査・測量）のうち業務「建築関連コンサルタント」又は「建設コンサルタ

ント」で登載されている者であること。 

イ 以下の実績を全て満たしていることを必要とする。 

(ｱ) 現場責任者、技術管理者が技術士（環境部門、電気電子部門、建設部門のうち、一つ以上）

の資格を有すること。 

(ｲ) 次世代型太陽電池等及び水素利活用に係る調査・検討等に係る等に係る契約を国（独立行

政法人を含む）又は地方公共団体との間で過去５年間において１回以上締結し、かつ、これ

らを誠実に履行した実績を有するものとする。 

ウ 次のいずれにも該当しない者であること。 

(ｱ) 特別な理由がある場合を除き、契約を締結する能力を有しない者、破産手続開始の決定を 

受けて復権を得ない者及び暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法

律第７７条）第３２号第１項各号に掲げる者 

(ｲ) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項の規定により、さい 



 

 

たま市の一般競争入札に参加させないこととされた者 

(ｳ) 中小企業組合法（昭和２４年法律第１８１号）に基づく事業協同組合及び企業組合並び

に中小企業団体の組織に関する法律（昭和３２年法律第１８５号）に基づく協業組合にあ

っては、その組合員が、共同企業体の構成員、単体企業の別を問わず、本件に参加してい

ないこと。 

エ 告示の日から最優秀提案者特定の日までの間、さいたま市物品納入等及び委託業務業者入札

参加停止要綱（平成１９年さいたま市制定）による入札参加停止の措置（以下、「入札参加停止」

という。）又はさいたま市の締結する契約からの暴力団排除措置に関する要綱（平成１３年さい

たま市制定）による入札参加除外の措置（以下、「入札参加除外」という。）を受けている期間

がない者であること。 

オ 特定共同企業体の結成方法は、２者又は３者による自主結成とし、特定共同企業体協定書を

締結していなければならない。また、次に掲げる要件を満たしていなければならない。 

(ｱ)  構成員の出資比率は、次のとおりとすること。 

a ２者の場合 ３０パーセント以上 

b ３者の場合 ２０パーセント以上 

(ｲ)  代表構成員の出資比率は、構成員中最大とすること。 

(ｳ)  構成員は、本プロポーザルに係る他の特定共同企業体の構成員以外で構成すること。 

⑵ 単体企業の場合 

上記⑴ア～エに掲げる代表構成員の要件を全て満たしている者（本プロポーザルに係る特定共

同企業体の構成員として本プロポーザルに参加している者を除く。）であること。 

３ 企画提案に係る実施要項等の交付 

企画提案書の提出を希望する者に対し、企画提案に係る実施要項等を交付する。 

⑴ 交付方法 

さいたま市ホームページからダウンロード（以下「ホームページ」とはこのアドレスをいう。） 

https://www.city.saitama.lg.jp/005/001/017/012/p119633.html  

⑵ 交付期間 

本告示日から令和７年５月９日（金）まで 

４ 質問の受付及び回答 

  企画提案書の提出を希望する者は、企画提案に関する事項について、次のとおり質問することが

できる。なお、電子メール送信後、速やかに電話にて到達確認を行うこと。 

⑴ 受付期間 

本告示日から令和７年４月２５日（金）午後４時まで 

⑵ 受付方法 

   電子メール（詳細は企画提案に係る実施要項による。） 

   メールアドレス zerocarbon-suishinsenryaku@city.saitama.lg.jp 

  ⑶ 到達確認先 

   さいたま市浦和区常盤６－４－４ さいたま市環境局環境共生部ゼロカーボン推進戦略課 

   電話 ０４８（８２９）１３２４ 

 ⑷ 質問に対する回答予定日 

https://www.city.saitama.lg.jp/005/001/017/012/p119633.html
mailto:zerocarbon-suishinsenryaku@city.saitama.lg.jp


 

 

   令和７年５月２日（金）までに行う。 

 ⑸ 回答方法 

   さいたま市ホームページ上に、質問及び回答を公表する。    

５ 参加表明手続き 

  企画提案書の提出を希望する者は、次のとおり参加意思表明の手続きを行い、参加資格の確認審

査を受けること。 

⑴ 提出書類 

ア 単体企業の場合 

    (ｱ) プロポーザル参加表明書兼資格確認審査申請書（様式３） 

  (ｲ) 業務経歴書（様式５） 

    イ 特定共同企業体の場合 

  (ｱ) 共同企業体プロポーザル参加表明書兼資格確認審査申請書（様式６） 

  (ｲ) 共同企業体協定書（様式７） 

  (ｳ) 共同企業体協定書第８条に基づく協定書（様式８） 

  (ｴ) 委任状（様式９） 

  (ｵ) 業務経歴書（様式５） 

⑵ 提出期限 

    令和７年４月２５日（金）午後４時まで 

⑶ 受付場所 

〒３３０－９５８８  さいたま市浦和区常盤６－４－４ さいたま市環境局環境共生部ゼロカ

ーボン推進戦略課 

⑷ 提出方法 

持参又は郵送（簡易書留郵便に限る。）により提出すること。 

⑸ 参加資格の確認   

   参加資格確認終了後、令和７年４月２８日（月）を目途に、参加資格確認通知書をプロポーザ

ル参加表明書兼資格確認審査申請書に記載された連絡先に郵送する。 

６ 企画提案書等の提出 

⑴  提出書類  

企画提案に係る招請説明書の「８ 企画提案書等の提出」に定める書類について、それぞれ正

本１部、副本９部（複写可）及び電子データを提出すること。 

⑵ 受付期間  

令和７年４月３０日（水）から令和７年５月９日（金）まで（持参の場合は、さいたま市の休

日を定める条例（平成１３年さいたま市条例第２号）第１条第１項に規定する休日を除く午前９

時から午後４時までとし、郵送の場合は、受付期間内必着とする。） 

⑶ 受付場所 

５⑶に同じ 

⑷ 提出方法 

持参又は郵送（簡易書留郵便に限る。）により提出すること。 

⑸ 無効となる企画提案書 



 

 

次の企画提案書は、無効とする。 

ア ２に定める資格要件を満たさなくなったとき。 

イ 企画提案書に虚偽の記載をしたとき。 

ウ 審査の公平性を害する行為を行ったとき。 

エ 見積書の見積価格（消費税及び地方消費税を含む）が「実施要項」に掲げる事業費限度額を

超えているとき。 

オ 「別紙 評価基準」に示す各評価項目・評価基準（見積価格を除く）の提案が記載されてい

ないとき。 

カ プレゼンテーションに参加しなかったとき。 

７ 業者決定の方法  

業者決定は、事業者選定委員会による書類審査を実施し委託業者を選定する。 

業者決定に当たっての審査方法等は、「実施要項」を参照すること。 

８ プレゼンテーション 

  参加資格確認通知書により、参加資格を有すると認められた者のうち、プレゼンテーション審査

への出席を要請された者は、令和７年５月２２日（木）に実施を予定する事業者選定委員会におい

て、企画提案書を補完する説明（プレゼンテーション）を行うこと。なお、時間、場所等の詳細に

ついては、令和７年５月１３日（火）を目途に通知する。 

９ 本招請に関する事務を担当する課 

さいたま市浦和区常盤６－４－４ さいたま市環境局環境共生部ゼロカーボン推進戦略課 

電話 ０４８（８２９）１３２４ ＦＡＸ ０４８（８２９）１９９１ 

１０ その他 

⑴ この企画提案書の招請手続に係る一切の経費は、提案者の負担とする。 

⑵ 提出された企画提案書等は、返却しない。 

⑶ 詳細は、実施要項等による。 

 


